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建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

中
川
庄
一

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の

開
発
等
に
対
す
る
支
援
に
２
つ

の
柱
が
あ
る
が
、
そ
の
事
業
費

の
内
訳
と
今
後
の
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
の
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　　
登
録
商
標
に
か
か
る

費
用
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
開
発

の
補
助
で
あ
り
、
事
業
者
に
補

助
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
年

度
、
６
次
産
業
化
地
産
地
消
推

進
協
議
会
を
つ
く
っ
て
お
り
、

６
次
産
業
化
地
産
地
消
推
進
戦

略
を
作
る
予
定
で
あ
り
、
加
工

品
に
限
ら
ず
、
地
産
地
消
も
含

め
、
協
議
会
の
中
で
議
論
し
て

い
き
た
い
。

質　

疑　

農
林
業
系
廃
棄
物
を

下
蛯
沢
の
仮
設
焼
却
炉
で
焼
却

す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
25
年
９
月
に
下

蛯
沢
地
区
に
仮
設
焼
却
炉
を
つ

く
る
際
に
、
除
染
廃
棄
物
を
除

く
減
容
化
を
し
て
い
く
こ
と
で

農
林
系
廃
棄
物
も
含
め
て
減
容

化
す
る
と
い
う
説
明
を
地
元
に

も
理
解
を
頂
い
て
い
る
。
飯
舘

村
か
ら
の
厚
意
で
、
蕨
平
の
減

容
化
施
設
で
処
理
を
し
て
頂
い

て
い
た
が
、
破
砕
機
が
壊
れ
、

焼
却
が
止
ま
っ
た
。
処
理
が
遅

れ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
説
明
を

行
い
了
解
を
頂
い
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

質　

疑　

小
高
区
商
業
施
設
整

備
に
つ
い
て
。
平
成
27
年
３
月

策
定
の
復
興
拠
点
整
備
基
本
計

画
の
中
で
は
、
生
活
に
便
利
な

機
能
を
持
つ
ゾ
ー
ン
を
市
街
地

に
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
市
街
地
調
整
ゾ
ー
ン
に
は

商
業
活
性
化
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
商
業
施
設

は
、
コ
ア
ゾ
ー
ン
か
ら
は
ず
れ

て
お
り
、
基
本
計
画
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
形
に
な
る
が
、
コ
ア

ゾ
ー
ン
内
に
商
業
施
設
の
整
備

を
優
先
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

弁　

食
品
ス
ー
パ
ー
を
設

け
る
際
に
、建
物
と
し
て
380
㎡
、

駐
車
場
を
含
め
る
と
１
千
500
㎡

の
敷
地
が
必
要
で
あ
り
、
場
所

を
探
し
て
い
た
。
基
本
計
画
の

ゾ
ー
ン
の
中
で
は
、
ま
と
ま
っ

た
土
地
が
な
く
、
若
干
離
れ
る

が
、
上
町
地
区
に
土
地
が
取
得

で
き
そ
う
な
の
で
こ
の
位
置
に

決
め
た
。

質　

疑　

ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て

は
、
復
興
拠
点
整
事
業
の
中
で

一
定
程
度
の
生
鮮
品
を
含
め
た

直
売
所
な
り
販
売
で
き
る
施
設

を
作
る
話
も
あ
っ
た
が
、
復
興

拠
点
施
設
の
面
積
が
当
初
想
定

よ
り
縮
小
さ
れ
た
こ
と
が
、
今

回
上
町
に
場
所
を
求
め
る
こ
と

と
関
連
す
る
の
か
。

答　

弁　

復
興
拠
点
整
備
事
業

で
は
、
こ
の
中
に
商
業
施
設
と

い
う
こ
と
で
、
地
域
マ
ル
シ
ェ

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
が

あ
っ
た
が
、
住
民
か
ら
要
望
と

し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

一
ヶ
所
で
全
て
が
揃
う
食
料
品

ス
ー
パ
ー
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
既
存
の
ス
ー
パ
ー
等
に
も

働
き
か
け
は
し
た
が
、
開
店
に

は
い
た
ら
ず
市
で
設
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。
復
興
拠
点
整
備
事

業
の
計
画
と
は
別
に
動
い
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

質　

疑　

小
高
駅
前
の
東
町
エ

ン
ガ
ワ
商
店
と
の
関
係
を
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

答　

弁　

東
町
エ
ン
ガ
ワ
商
店

に
つ
い
て
は
仮
設
店
舗
と
い
う

位
置
づ
け
で
開
店
し
た
も
の
で

あ
る
。
現
在
、
市
の
委
託
事
業

と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
建

設
当
時
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま

で
の
営
業
と
し
て
い
る
。
今
回

計
画
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
が
平

成
30
年
の
完
成
、
開
店
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
を

埋
め
る
こ
と
も
あ
る
。

質　

疑　

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

整
備
事
業
に
つ
い
て
。
原
町
区

北
泉
地
区
に
整
備
を
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
岩
手
県
や
宮
城
県

と
は
違
う
原
発
事
故
の
被
害
や

苦
し
み
に
つ
い
て
も
残
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

今
回
の
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
防
災
集

団
移
転
で
買
い
取
っ
た
土
地
の

跡
地
利
用
計
画
と
し
て
、
復
興

総
合
計
画
の
中
に
も
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
津

波
の
犠
牲
に
関
す
る
も
の
と
し

て
計
画
し
て
い
る
が
、
原
発
事

故
に
つ
い
て
も
被
害
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
、
そ
れ

も
含
め
な
が
ら
施
策
を
展
開
し

て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

質　

疑　

販
売
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
を
つ
け

る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

優
先
順
位
に
つ
い
て

は
、
被
災
さ
れ
て
い
る
方
、
地

震
・
津
波
、
原
発
罹
災
者
、
公

共
事
業
評
価
委
員
会
の
中
で
、

子
育
て
世
帯
も
含
め
大
き
く
分

け
て
３
つ
の
区
分
の
方
に
優
先

し
て
販
売
し
て
い
く
。
要
綱
等

は
、
今
後
つ
め
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査
報
告

メモリアルパーク建設予定地（原町区北泉）
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東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会
報
告

一
般
質
問

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

水
井
清
光

　

意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　

９
月
23
日
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に

委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
「
東
日
本
大

震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
各
種
支

援
の
継
続
と
対
象
者
の
拡
大
を
求
め
る

意
見
書
（
案
）」
を
提
出
し
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。意
見
書
の
送
付
先
は
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
総
務
大
臣
、

復
興
大
臣
。
意
見
書
の
内
容
は
次
の
通

り
。

①　

平
成
28
年
度
中
に
期
限
を
迎
え
る

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の

減
免
及
び
医
療
費
・
介
護
保
険
の

一
部
負
担
金
等
の
免
除
に
つ
い
て
、

そ
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
。

②　

市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
高

速
道
路
無
料
措
置
の
延
長
を
行
う

こ
と
。

③　

固
定
資
産
税
の
減
額
課
税
措
置
を

継
続
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
市
条

例
に
よ
る
土
地
・
家
屋
に
係
る
固

定
資
産
税
の
税
負
担
の
軽
減
に
伴

う
減
収
分
に
つ
い
て
も
、
震
災
復

興
特
別
交
付
税
を
継
続
し
て
交
付

す
る
こ
と
。

④　

被
災
者
に
対

す
る
各
種
支
援

に
つ
い
て
、
そ

の
適
用
範
囲
を

全
市
一
律
に
拡

大
す
る
こ
と
。

　

10
月
３
日
、
南
相
馬
市
が
今
後
復
興

を
遂
げ
る
た
め
に
避
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
放
射
能
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き

合
う
た
め
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
１
号
機
の
建
屋
カ
バ
ー

の
解
体
及

び
廃
炉
に

向
け
た
現

況
等
を
視

察
す
る
こ

と
で
、
今

後
の
政
策

形
成
に
つ

な
げ
る
こ

と
を
目
的

に
現
地
視

察
を
行
っ

た
。

Ｈ28.10.3 東電現地調査

問　

利
活
用
協
議
会
の
設

置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

浜
通
り
の
自
治
体
で

構
成
す
る
常
磐
線
活
性
化

対
策
協
議
会
が
あ
る
の

で
、
な
お
一
層
の
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　

小
高
区
で
衣
料
品
関

係
と
か
食
事
の
出
来
る
店

は
現
在
少
な
い
状
況
。
イ

ベ
ン
ト
的
な
企
画
の
中
で

JR
を
使
っ
て
買
い
物
に

行
っ
た
り
、
食
事
に
行

く
よ
う
な
プ
ラ
ン
な
ど

は
、
小
高
区
の
復
興
に
も

繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る

問　

７
月
12
日
に
JR
常
磐

線
が
小
高
駅
ま
で
再
開
さ

れ
た
が
、
将
来
JR
に
対
し

て
は
震
災
前
の
ス
ー
パ
ー

ひ
た
ち
の
復
活
等
の
要
望

が
あ
る
。
利
用
実
績
を
上

げ
て
誠
意
を
示
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

を
小
高
駅
や
原
ノ
町
な
ど

に
停
車
さ
せ
、
JR
常
磐
線

の
利
活
用
促
進
に
向
け
、

運
行
し
て
い
る
。

問　

JR
常
磐
線
は
南
相
馬

市
を
縦
断
す
る
形
で
走
っ

て
い
る
。
今
後
の
高
齢
社

会
の
中
で
、
安
価
で
高
齢

者
に
優
し
い
交
通
網
に
つ

い
て
は
ど
う
検
討
す
る
か
。

答　

公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
の
中
で
計
画
の
叩
き

台
を
示
し
検
討
す
る
。

問　

市
職
員
の
通
勤
に
利

用
す
る
考
え
は
。

答　

重
要
な
課
題
で
あ
り
、

職
員
の
通
勤
、
出
張
時
の

利
用
を
促
し
て
行
く
。

が
、
担
当
す
る
所
管
が
な

い
と
続
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答　

来
年
４
月
に
は
小
高

の
小
中
学
校
並
び
に
高
等

学
校
が
再
開
す
る
。
12
月

か
ら
JR
常
磐
線
が
仙
台
ま

で
延
伸
す
る
。
利
便
性
が

向
上
す
る
し
、
職
員
等
の

利
活
用
に
も
指
示
を
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

陣
ヶ
崎
、大
木
戸
、ひ
ば

り
地
区
の
排
水
対
策
は

❷ 

鹿
島
駅
の
無
人
化
解
消

は
出
来
な
い
か

❸ 

野
馬
追
祭
出
場
騎
馬
に

対
す
る
支
援
策
は

小高駅と同時に再開した磐城太田駅

　

常
磐
線
の

利
活
用
対
策
は

利
活
用
対
策
は

田中 一正 議員

JRJR

質問を終えて

　JRは民間企業。赤字路線
には冷たい。特急廃止の時、
何度陳情してもだめだった。

一 般 質 問一 般 質 問 一 問 一 答 Ｈ28.10.3 東電現地調査

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

　
　

発
電
所
現
地
視
察
に
つ
い
て


